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略  歴 
資格取得など 

昭和 55 年 4 月 A 生コンクリート 入社 
平成 5 年 3 月 コンクリート主任技士 取得 

現在に至る

推薦の標題 ○○県のコンクリートの品質向上に対する貢献 

認定の項目 ○1 ・２・３・４ ※細則第 4 条の 4 項目のうち合致する認定基準に○をしてください（複数可） 

推薦理由の概要（紙面不足の場合は別紙（A4）に記載してください。また，作品等については写真等を添付して下さい。）

 
被推薦者は，昭和 55 年より 28 年間にわたり，生コンクリートの製造および試験業務に従事してきた。そ

の間，品質のばらつきが少ないコンクリートを製造するために，常に使用材料の品質の変動を小さくし，さ

らに，骨材の表面水の厳密な管理を行うなど，主導的な立場で品質管理体制の向上に努めてきた。 
一方，平成○○年度からは，○○県生コンクリート工業組合の技術委員長として，○○県のコンクリート 
の品質を向上させるために尽力されている。その中でも，○○県生コンクリート品質管理監査会議において

は，生産者側委員として参加し，監査方法の改善や監査員教育のために尽力されている。また，○○県内の

各生コンクリート工場の品質管理体制を向上させるために，主導的な立場で指導されている。その結果，○

○県生コンクリートの品質レベルは向上し，地域社会からの信頼を得ている。 
以上のように，被推薦者は，○○県生コンクリートの品質向上のために長年にわたり貢献されてきた。 
これらの理由により，被推薦者は，コンクリートマイスター認定基準細則第 4 条の 1．の項目に該当し，

日本コンクリート工学会中国支部コンクリートマイスターに値すると評価した。 

 


